～～第７５８０回～～
二俣城址～鳥羽山
～Ｈ２７．１．１７～
安倍川駅前7;00出発。車4台参加者21名(西15名、北3名、南1名、焼津1名、島田1名)新東名浜松浜北インターで降り、船明ダム運動公園に8:10着。山と川に囲まれた街二俣の天竜市民の森ハイキングコースを歩く。8:20天竜川で一番南にある船明ダムを右手に見て運動公園の中を通り車道を行く。登山口に8:35着。緩やかな登りだが前日の雨で滑りやすく気をつけて登る。榑山（194ｍ）9:05着、四等三角点があり休憩後今登って来た道を折り返す。しばらく農道と県道両島二俣線などの車道を歩き、9:50左にあずまやがある所を道標に従い小道を下って10:00清瀧寺に着く。この寺は徳川家康が長男信康の霊を弔い建立した寺で、信康を祭る廟、復元された井戸櫓があった。すぐ近くには旧二俣町役場が現在は本田宗一郎ものづくり伝承館になっていて初期のオートバイ等が展示されており、見学し10:25出発。引き返して二俣城址へ10:42着。本丸・天守台・二の丸・大手門等の跡が残り城山公園となっている。住宅地と天竜川の間の川口堤防を歩き鳥羽山城跡に11：00着、四等三角点有り。家康が二俣城攻略の時本陣を構えた所で、眼下に天竜川と遠州平野の展望を見ながら昼食とする。11:30出発し、筏問屋田代家11:40着。明治時代に掘られたレンガ造りの鳥羽山洞門を通りしばらく車道歩きとなる。光明古墳に12:20着。光明寺の庭内に四季桜が咲いている間を通り山道を登ると、狛犬ならぬイノシシが向かい合う摩利支天像がある奥ノ院に12:35着、2～3分登ると展望台山頂へ着く。船明ダムに抜ける遊歩道で雑木の低山ながら傾斜がきつい道をアップダウンの繰り返しで進む。左の支尾根に少し入り岩場を登って眺めの良い行者岩に寄り、再び元の道に戻り進む。金属パイプの階段が設置されており気をつけて登る。石仏が置かれている見晴台に13:25着き、登山口に13:35到着。小雨が降り始め、急ぎ足で駐車場に13:45着、14:00出発、安倍川駅前15:00着。家康公顕彰400年祭の今年、ゆかりの山城を巡り、様々な史跡、歴史に触れながらの山行きでした。
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